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□エコ事業所認定 
「エコ事業所」認定制度は、事業活動における環境に配慮

した取組を自主的かつ積極的に実施している事業所につ 

いて、名古屋市が「エコ事業所」として認定するもの。 

 

□エコドライブ 
急発進、急加速などの“急”の付く運転操作をやめ、駐車

中はアイドリングストップを実践するなど、ガソリンを無

駄に使わないような運転を心がけること。ＣＯ２の排出量

を削減するための具体的なアクションのひとつ。 
 
□温室効果ガス 
太陽からの熱を地球に封じ込め、地表を暖める働きがある

大気中のガス(二酸化炭素、メタン、一酸化炭素、代替フ

ロン３ガスの６種類のガス)のこと。 

 

 

 

□環境パフォーマンス 

企業などの組織体が環境に関して配慮した結果、どれだけ

環境負荷を削減したかを示す指標。汚染物質の削減や資源

の節約、リサイクルなどの程度で示される。 

 

□環境報告書 

企業が提供する製品やサービスの環境負荷や、地球環境問

題への取り組みについて報告したもの。日本では「環境 

配慮促進法」により、公共性の高い特定の事業者に対して

環境報告書の公表が義務付けられている。 

 

□環境報告書ガイドライン 

環境報告書ガイドラインとは、環境省が作成した、企業が

環境保全に関する方針、目標、計画、マネジメントの状況

や、環境保全活動を報告するための基準を示したガイドラ

インのこと。企業が報告書を作成する際に参考にする。 

 
□環境会計 
企業等が、持続可能な発展を目指して、社会との良好な関

係を保ちつつ、環境保全への取組を効率的かつ効果的に推

進していくことを目的として、事業活動における環境保全

のためのコストとその活動により得られた効果を認識し、

可能な限り定量的（貨幣単位 又は、物量単位）に測定し

伝達する仕組みのこと。 
 
□京都議定書 
温室効果ガスの削減に関する国際的な枠組みで、１９９７

年１２月、京都で開催された「地球温暖化防止京都会議 
(通称「京都会議」)で採択された。先進国に対し、温室効

果ガスの排出量削減について具体的な数値目標を課すこ 

か行 

あ行 

       宮崎精鋼 ２０１０年度 ５Ｓ標語『５Ｓは 職場
とで合意。先進締約国に対し、２００８年～２０１２年の

第一約束期間における温室効果ガスの排出を１９９０年 
対比、５.２％削減することを義務付けている。 
(日本は６％の削減を目指す。) 
 
□グリーン購入 
購入の必要性を十分に考慮し、品質や価格だけでなく環境の事を 
考え、環境負荷ができるだけ小さい製品やサービスを、環境負荷 
の低減に努める事業者から優先して購入すること。２００１年４

月に国が率先してグリーン商品を購入するようグリーン

購入法が制定された。  
 
□環境負荷 
人が環境に与える負担のこと。単独では環境への悪影響 

を及ぼさないが、集積することで悪影響を及ぼすものも 

含む。 

 
 

 
□ゼロ・エミッション 
循環型社会に貢献する考え方のひとつ。企業活動を通じて

発生する廃棄物を新たに他の分野の原材料として活用す 
ることで、廃棄物ゼロを目指す取り組み。総投入量＝総生

産量という究極のリサイクルが最終目標となる。 
 
□ステークホルダー 
ステークホルダーとは、企業の経営行動などに対して直接

・間接的に利害が生じる関係者(利害関係者)のことをい 

う。具体的には、株主、消費者(顧客)、従業員、得意先、

地域住民、官公庁、研究機関、金融機関、などが挙げられ

る。企業が事業活動を行う際、配慮すべき関係者の総称。

 
□循環型社会 
廃棄物の発生抑制、資源の循環利用および適正な処分が確

保されることにより、資源の消費を抑制し、環境への負荷

が出来る限り低減される社会。 
 
□３Ｒ 
大量廃棄社会から循環型社会への転換が求められる中で、

ごみの減量やリサイクルの促進へ向けて定式化された行

動目標を表す標語。発生抑制(Reduce、買う量や使う量を

減らすこと)、再使用(Reuse、使えるものは繰り返し使う

こと)、再生利用(Recycle、再び資源として生かすこと)

の英語の頭文字に由来する。この順で環境負荷削減効果が

大きく、優先的に取り組まれるべきとされる。 
 
 
□モーダルシフト 
主要な輸送手段となっているトラックを鉄道や船などに 

ま行 

さ行 
転換(シフト)して環境負荷の低減を目指す考え方。 

のやる気の バロメーター』         ２９ 
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